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はじめに 
 

計算科学研究センターでは，研究事業に関する外部委員を含む諮問機関とし

て運営協議会を設置し，研究事業全般及び共同利用に関する指導助言を受け，

年度毎の研究評価を行っている。この研究評価については，運営協議会の下に

運営協議会外部委員による研究評価委員会を設置し，実施することとしている。 
この度，研究評価委員会から，平成２４年度の研究成果の評価についてのご

報告をいただいた。研究評価は，当センターの平成２４年度における重点施策，

改善目標等に沿って評価をお願いした。外部委員からの評価は，各分野の研究

活動についての自己点検をさらに深めるために重要な判断材料となるばかりで

なく，当センターのこれからの発展のための貴重な指針となる。 
研究評価委員会の委員の方々には，大変ご多忙のところ，各研究部門の研究

成果について評価していただき，貴重な所見を頂戴した。特に，常行委員長に

はとりまとめにご尽力をいただいた。 
謹んで，委員の皆様に御礼を申し上げる次第である。 
 

  平成 26 年 5 月   

 
筑波大学計算科学研究センター   

                   センター長    梅村 雅之 
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１．研究評価委員会の設置 

   
筑波大学計算科学研究センター運営協議会は 平成２ 年 月２ の運

営協議会において 運営協議会の外部委員で 研究評価委員会 を 成し

により 平成２４年度の研究評価を行 こと され 下の方々に

研究評価委員会委員を した。 
 

   大学大学 研究科 
   大学大学 学研究科 

大    大学大学 学 研究科 

常行   大学大学 学 研究科 

    お の 大学 報学

研究センター 
  大学大 研究所 
     大学 報 センター 

   報 研究機  
報学研究所       

村   大 大学 ー センター 
同 所 は平成 25 年 5 月 6  

 
研究評価委員会委員には 平成２４年度年次報告 及び 要に じて  
平成２ 年度研究評価 を していただき 評価報告をお願いした。 

 
なお 分野の分 は 次のとおりである。 

 
 委員長 全 りまとめ               常行  

研究部門     分野       
 研究部門  分野        
   研究部門  分野     大   

研究部門      分野      常行   
科学研究部門      科学分野         

 研究部門      分野        
 計算 研究部門 計算 分野    
 計算 報学研究部門     ータ 分野       
   計算 報学研究部門     計算 分野    村  
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．評価の  

下の評価 ー に することにより 各分野の研究活動 成果に

ついて評価を行った。各分野の評価報告について 第４ に す。 

 
 

A)  計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

 
分であると められる研究 と改善す き点  

 
平成２ 年度の評価 指 に関する改善  

 
の ン あれば 下にご ください。 

 
B)  多 点からの評価 

下の 目について 及び で 評価をお願いします。 
特に成果 ある おおむ 分

評価 外  
 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか  

 
活動 活発に行 れているか  

 
会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 

 
C) 評 

全 に する 評をお願いします ４ 度  
 
D)  の  

の ン あればご ください。
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．   

．１  

第２ 計 に関 る大学全 の年次 実行計 についての重点施
策は 下のとおり  

 

22 各 研究センターの研究 を 実 し 当 の学問分
野における特 を かしつつ 長 展 に つ 研究と学 な研究を
計 に する。  

平成２４年度重点施策 各 研究センターにおいて 等の特 を かし

た研究 及び研究 策を する。 

2 共同利用 共同研究 点は重点 等により する。各 点は第
目標 計 の目標と計 を め に評価を実施して実施

の検 を行いつつ い研究成果の実 を る。  
平成２４年度重点施策 各共同利用 共同研究 点は 研究 点 に け

た に る活動を実施する。 

 

２ 部 自の年次 実行計 及び の については 下のとおり  

研究  

 学 計算科学の ー により ー 計算の となる 計算        
の 力及び機 の な 上のための計算 発と計算科学の に り む

ー 計算 による 学 計算科学 研究 点
の 実 についての研究 発を実施する。 
２  共同利用 共同研究 点 学 計算科学共同研究 点 の活動として 特

学 計算科学の 展 事業 とと に 学
共同研究 を実施し 学 計算科学の共同研究を実施することにより 計
算科学の研究を する。 

 とと に運営する計算 科学 点において
分野 計算 科学 を実施する。 の計算 の 利用を

る ン ー に し の計算科学の の運営に する。ま
た 次の に けた検 を め の ー 計算の計 に する。 
４  センター全 としては 研究 事業 大 等を に 計算科
学の学 研究の 行と成果の実 を る。各部門の目標は次のとおりである。 

研究部門  での による 点での ン 用の

の計算に け の改 ン 用の計算方 と研究

を行 。 度での の研究を行 。 

研究部門  における ， ， 大 ー

の 成 を，大 な 力学， ー ンによって 究する。多

ン の に する大 計算により， 成に関 る

， と の 用に関する を発展さ る。 

研究部門  第 等により の つ特 の

次 の 成等の研究を行い つくば ー に している

業 に する計算科学の 見を る。また 分野 分野等と して

学分野に する 見を第 によって する。 

科学研究部門  科学の重要な について計算機 ー ンによる
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とと に を用いた 力学計算 の 発を行い 科学研究に

おいて 要となる 大な計算 に できるよ にする。分 分野では

に となる の と 発 を

行 。 

研究部門  大 大 を用い の の

研究を し との関 を する。 と に

を 発し の研究を実施する。 

における 言 及び の 算 け また 算 機

の実 ー ンでの評価を める。 分 の

実運用を じた評価 改 を行 。 の の大 と

算 機 け 度 を める。 

計算 報学研究部門  大 計算に関 る ータ の を すると共

に 実 実 ータの利活用について 用 から の深 を る。ま

た の 度 ータ を 実 ンタ ー を じて行 る

よ にすることで 計算 の を検 する。 

 

として ン 大学及び の ー ン ー 研究所との
を める。 では との を める。 のために計算機 を

共同研究に活用できるよ に きを する。 
 

．  評価 評価 外部評価及び 事 部 の指 に する 等             

   外部評価において指 された計算機 発により の計算科学を する 学

計算科学 の については 特 及び

等で 実に されつつある 次の として 2 の ン 発

について できるよ に 深く検 していく 要 ある。 
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．評価  

 ．１ 研究  

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

ー での計算に けた 研究 実に されている。

また QCD に く ン 用の研究 を げな ら

成果を げている。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分とい けではない 度での ン

方 に する ー は こまで んだかの評価 しい。より

かり すい 報告を めたい。 
２ 年度の評価 指 に関する改善  
全 にはこれまでの い されている。分かり い 報告に

ついては部分 に改善された。 
 

の ン あれば 下にご ください。 
 

多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 

特に成果 ある おおむ 分

評価 外  
 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか X 

 
活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
 

評 
この 年 QCD に く ン 用の研究の 展 目 ましい。
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計算 を げていると同 に 点における計算に けた 研究 実に

んでいるとい である。また 度 度 QCD の の

力 重 られている。特に 度は 問 とい をいかに す

るか である 様々な方 での ン を する。 方で ン

ー における の研究等 野 な 行 れており 大変

深い。 なる に まらない しい 学 見に けて

と の な 用を大事にした研究 を けて しい。 ータ

の 等の だ 重要な き き り んで らいたい。 
 

の  
の ン あればご ください。 
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．  研究  

． ．１  

計 度 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

  ン ータ用に ー ン した重力多 ー を用いて ー タ

ー の重力 ー ンを実施し 5.67 タ の実

を て ー ン を 受 するとい な成果を ている。

度を めた計算を行 ことにより 第 の の計算

で められていた より さくなることを したこと 重要な成果である。

については 計算に 用できるよ に され

た ー START を用いて からの 成を する

ことを すとい 成果 られている。 大 ー の

度 N 計算 共動 標 での ン方 の の 発 AVX
Phantom-GRAPE の 発 GPU を用いた 計算の にお

いて 展 あった。 
 

の ン あれば 下にご ください。 
  力学実 のための 算 を した 計算機

の については な しているため評価できなかった。 
 

多 点からの評価 
特に成果 ある おおむ 分

評価 外  
 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか B 

 
活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか B 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
センター に関しては L の の研究で

分野と 外 における 成 ン 機 の研究において

分野との 行 れ 成果 られつつあることから とした。 学

きの ー は っていない HPCI を した 大学
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計算科学研究機 等との は 果をあげている。 活動については

平成 24 年 5 月に 会議 FIRST STARS IV を しており また

外研究 との共同研究の成果 られつつあることから とした。

ン ータを用いた ー ター ー ンは ー ン

受 と あいまって 各 で報 されて研究成果の に し

ており 会 はおおむ と判断した。 
 

評 
HPCI 分野 分野の ー として研究活動 活

発に行 れている。 ン ータ用に ー ン した重力多 ー を

用いた ー ターの重力 ー ンにより ー ン

を受 したことは である。 は この ー を用いた計算により第

成についての学 な成果 られることを する。FIRST
に関しては による 計算に 用 な

ー の 発 展し からの 成に及 す 等

らかになる等の成果 られている。 ー の 改善され

たことから ン ータによる大 計算を行 展した。FIRST
に関 する大 科研 この年度 年度となっているため

たな外部 の である。L の 外 にお

ける 成 ン 機 の研究等 科学に関する分野 の

に められて成果 られつつあり の展 される。 
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． ．   

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  
度 の の を 度 関 によって

る ー ー ンの 発に成 した点 く評価される。

これは での発展を 科学に びつけた学 な のであり

ン ーターの な利用に びついている。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
特に められない。 

 
の ン あれば 下にご ください。 

 上には を受けた研究成果を した に れた研究成果

ていると められた。 
 

多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 

特に成果 ある おおむ 分  
評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか  X 

 
活動 活発に行 れているか  S 

 
会 会活動な 行 れているか  B 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
当センター の の 分野との は 行していると見受けられる

計算機科学分野の研究 との んになっていくことを したい。 
学 はこの分野の ではなじまないので評価外とした。 

当 分野では 会 会活動は 般 会な に されてしまい

の では成果を している であればより な活動 まれる。 
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評 
全 に する 評をお願いします ４ 度  
 

業との とまでは行かない のの 学とは 関 深くは

なかった 分野との な は く評価される。とり け での

を する ー ン計算 は あり

学の い 野と 度の計算 あって めて となる のと られ

れを 協力 外部機関との共同研究の で 成した は大変大きい。

分野との とい 点からは ータ の 行 要 のための

QRPA に く研究はまさに 学との であり また の

２の を 成する の研究は 学との学

な要 を多く っている。 においては QRPA に く の で

な 見 される。 に いて 発展による を展 し

の 見を評価するな の成果を しており の の 展

される。 材 成 成果の発 分になされている。 
 

の  
の ン あればご ください。 
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．  研究  

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

(1) 次 ー 次 ー ン ー か

材料に関する研究 導 ー ー  
業に する 研究を学問 に 深い ー として り上げ 第

計算を行 だけでなく れを利用して を深め

業に して ン のある成果を上げた。 
(2) ー ー の の研究 御 ー  

と の 用を り しい計算 な を 発

し 外の実 ー と して ー ー による の 御

を見 すな の成果を上げた。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
当なし。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

計算機科学との について たな目標設 行 れることを した

この点では目 った 展 見られなかった。 
 
の ン あれば 下にご ください。 

 
多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 
特に成果 ある おおむ 分  
評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか S 

 
活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか X 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
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評 

全 に する 評をお願いします ４ 度  
 

分野の ン ーはい れ 活発に研究活動を行っており かな成果を上

げている。特に 業 の を な 点で研究しつつ 研究だ

けにと まら 業 に ー できるだけの成果を ている点

めて である。 ー ー ー とのセンタ

ー によって での 成 に関する研究 ま

っており センターの利点を かした研究として の 展 大いに

される。こ いった計算科学の成果を し 会に けて る 力をして

いただければ センターの なら 計算科学分野全 の につな ると

れる。 
方で 計算機科学分野の研究 との については か むしろ

した を受ける。 センターの研究部門としては 計算機の ー

を ま た しい ー ン 発の を る したいと

ころである。 
 

の  
の ン あればご ください。 
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．  研究  

計 度 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

T2K-Tsukuba を活用することで photosystem II の で 発

の に のよ な 実 しているかを らかにしたことは おお

いに評価できる点である。この研究成果は 会の実 を目指す

における 成 発に すること できる。 成

および DNA 関 DNA ー II の の重

要部分を 学計算と 力学計算との で らかにしてい

ること の 等 の の を 評価できる点と られ

る。 学と ー ー ン ータとの 全な共同研究の からは

の発見は の な を する上で評価できる点

である。 学から られる ータを しく利用するための方

発 に 自ら り んでいること 見 してはならない点であ

る。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
タン の機 を ー ー ン ータを用いて する研究におい

て タン 科学 との協力 であり と の

共同研究 を き んで らいたい。さらに ン ータによる では

じめて かることを全 に だして in silico による 科学研究の

ン を っと にすることを する。 ン ータによる

を用いれば 実には実 できないことを行 こと いかなる

を って 見ること できないことを すること できるは であり

の特 を 大 に かした成果を と する。また 分 の

研究においては 特に大 の ン ータを用いることで たに らか

になったことを にすることを する。 
 

多 点からの評価 
特に成果 ある おおむ 分

評価 外  
 
センター に行 れているか  

 
学 に行 れているか  

 
活動 活発に行 れているか  
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会 会活動な 行 れているか  
 
上 の評点の な に関する ン  

会 会活動として い に して計算機を用いた しい

学の 発活動な をすると の発展につな り 常に であ

ろ 。 
 

評 
は 常に であるため さま まな り で研究を めること

できる。 の において ー ー ン ータを つ計算科学研究セン

ターの は の計算 力を 大に発 することで の では らか

にできないことを らかにしていくことである。この 点から 科学分野

の平成２４年度成果を見ると 各 の 深い成果と研究発 は く評価

できる。特に 学 学と 学 の 用を見 た の研究成果は

ー ー ン ータ あってこ られる のである。 
ー ー ン ータの 学における重要 は されているとは言い

く これから っと実 していかなければならないことである。 の成

果を と の共同研究 と共 し 学 学の発展に

をして らいたい。実 科学 と 用をすることによって のよ な

計算 さらに 要で のよ な の ー ー ン ータを だして

いかなければならないか らかになっていくこと できる。 
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．  研究  

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

全 力学 NICAM の実 および 果の している。

T2K-Tsukuba を った 7km , 14km 実 を実施しており

動 ン な 分野に 目した ー な

を めている。 
の ン ー ン 研究について WRF による

ー ン LES の 発等 特 す き られ

る。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
 WRF について 筑波大学の ー ー ン ータを かした改 大

計算について のよ な り をしているか 見 ない。WRF, 
NICAM と に GPU の利用についての り は なのか。 

 
２ 年度の評価 指 に関する改善  
多 見における研究事 研究 としてまとまっており 評価できる。

研究に関しては筑波大学 ー な研究を行っていると評価できる

外部の研究 との をより活発 さ る 要 ある。 
 
の ン あれば 下にご ください。 

 
多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 

特に成果 ある おおむ 分

評価 外  
 
センター に行 れているか B 

の計算 の 上に関する 行 れていると れ

る 活動 について 分な ない。 
 

学 に行 れているか S 
による ン ー ン 研究は 自 等と

められている。 
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活動 活発に行 れているか A 
研究に関して な をより活 さ て研究を める

こと ましい。大 の 点からの 学会での ン

を める きでは。 
 

会 会活動な 行 れているか S 
多様な 会 活動を評価できる。 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 

 
評 

全 に する 評をお願いします ４ 度  
 
全 NICAM, WRF 等の 研究の ての研究を ない

員で めていることについて を する。計算科学研究センターならで

はの大 計算 GPU の利用等の特 ある研究成果をより多く発 する

きではないか。NICAM については 等の大 計算の を めて

いる 度計算の のよ な点 研究上の ン ー になるか

すこと ましい。WRF LES については大 計算の研究

についてはよく見 ない。 
ない 員を として 外の外部との について より活

さ ることを ては か。大 計算の 果を外部からの利用に する

等 共 ータ ー として すれば の 度 ン

ン ー ン 研究についての特 ある 点と なり るだろ 。GRENE
RECCA の研究 の に まら 筑波大学から 報発 を

する ン はあると 。 
また 長 な研究の ー であり 年度の活動の評価

し らい。 ータ同 研究について 年度は 展 見 ない 研等と

を めれば研究を すること ではないか。 
 

の  
の ン あればご ください。 

特になし。 
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．  研究  

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

Xcalable MP は研究 発 発展を けており 及に け

た り めており評価に する。Gfarm 分 は HPCI
の共用 ー のための として実運用されて

おり評価に する。 
 

分であると められる研究 と改善す き点  
分であると められる はない。より 要な 会議

に を す 力をしていただきたい。 
 

２ 年度の評価 指 に関する改善  
員 に する ないとい 指 あった。 き学会

発 の研究 発においては 当であろ 。 
 
 

多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 
特に成果 ある おおむ 分 評

価 外  
 
センター に行 れているか B 

 
学 に行 れているか A 

 
活動 活発に行 れているか  

 
会 会活動な 行 れているか  

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
計算科学と計算機科学 共同して研究した成果 か研究部門報告の で

な をお願いしたい。FP3C G8 な は活発である。多くの 員

学会を る活動を行っている。 
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評 
計算機科学の で よりの研究では成果 るまでに かかる

の あり毎年目に見 る成果 るとは らない。 々の報告を見ると成果

の度 いに ある 全 として研究成果 ているとい る。年度毎に報

告する部分は全 の の で こまで 成したかの 点で報告し した

は 全 を して した報告とすること まれる。

は ン のある 会議 に する 力をお願いしたい。

ン ー る の 発は多くの かかり また

し らくなる。センターの評価 として のよ な活動を評価する

要であろ 。 共同 HPC 施設 の できた 大学

で して 活動していく 力 大変であり に する。 
 

の  
なし 
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．  研究  

． ．１  

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

重要な である 報 関 の研究を に行っている 年度は，

ン ー ， ー した ー 等，

研究 あまりない 分野の に あったと められる ータ

ン 発見 について ， 実 ータに する外れ 検

な ータ ン ，Twitter等の ー 分 に関する研

究， に関する研究等での を評価できる  

 
分であると められる研究 と改善す き点  

特に 当する研究 は見当たらない  
 
２ 年度の評価 指 に関する改善  
活動 会 等について 年次報告 において に ー して

いただきたい お願いした ， の報告 では れ されている  

 
の ン あれば 下にご ください。 
研究活動は全般に に している 分野 学外機関との

実に んでおり，問 はない  
 
多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 
特に成果 ある おおむ 分  
評価 外  

 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか A 

 
活動 活発に行 れているか A 

 
会 会活動な 行 れているか A 
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上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
センター としては， 研究部門 学研究部門との

， 学 としては， 研，JAXA， の 業との 行 れて

いる 活動としては， 委員 会議委員長 委員等としての

められる 会 会活動について ， ータ ー ー

を に行っていること ，学会運営 学 に関する 等の 点か

ら と判断する  
 

評 
全 に する 評をお願いします ４ 度  
ータ に関する重要でタ ーな を り上げ， な で

研究を展 しており， く評価できる 特に， 報 ー に関

する研究を に行い， 年度 ン ー ，

ー した ー 等を に研究 展している点 ， 実

ータに する外れ 検 な ータ ン 等において成果 上

っている点は評価できる また，これらの研究活動を じた学 の 指導

に行 れ，学会における学 の受 につな っている点 評価したい

大 ータの利活用に関する 会 ー の まり あり， 分野の研究の重

要 はますます しており，また とす き問 している

関 分野 外部 との を に行いな ら， 実に研究を 展さ る

よ する  

 

の  
の ン あればご ください。 
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． ．   

計 度 
下の 目について れ れ な をお願いします。 

 
な のあったと められる研究 と評価す き点  

き き 実 の とこれを利用した 実 による利用

に関する研究に関して な あると められる。 には

を活用した 行 のための では 外に設置された

の から の 動 の行動を 実 を用いて

し にいる に展 する 動 の行動を して で

きる しい を し 実 に 要な を 発している。 
２ 年度の評価 指 に関する改善  

特になし 
の ン あれば 下にご ください。 

  特になし 
 

多 点からの評価 
下の 目について ， ， ， で評価をお願いします。 
特に成果 ある おおむ 分 評

価 外  
 
センター に行 れているか A 

 
学 に行 れているか A 

 
活動 活発に行 れているか S 

 
会 会活動な 行 れているか A 

 
上 の評点の な ン あれば 下にご ください。 
第 21 ターン 会議 ICPR2012 をつくば 会議 にて し

分野の ン ー の の 要な を ったことは 活

動として く評価できる。 
 

評 
全 に する 評をお願いします ４ 度  
 
全 として 分野の は いと評価した。特に および動
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からの各 報 実 を用いた な に 実に研究

成果をあげていると評価できる。特に 活動の として

1000 を る 会議を できたことは 分野の 当研究 の

な ン いことを す事実である。また 研究成果の 報な の

会 会活動 ン タン に行っていると評価した。さらには 分野

の研究成果は 計算 報学の分野で ータ な の ータ ー 関

での成果を の計算科学分野の研究成果の な に利活用で

きる い。 より なセンター により このよ な

用の を すること 検 されたい。 
 

の  
の ン あればご ください。 
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． 評価 

 
計算科学研究センター各部門の研究は れ れ い にあり に

している。またセンター 学 会 と

いった多 点からの評価 S 判 5 A 判 21 B 判 5
C 判 0 と じて 評価である。計算科学を に分野の なる研究

まったことによる ー 果 所に じられ センターの運営

であることは らかである。 
当センター げる 学 計算科学 の は 計算科学分野の研究

であれば 同できる のであり 実 筑波大学 外で これに

い 議 されてきた。しかしな ら な

くからの ンを する研究 と 計算機 の 発

を含む計算機科学と 発 な共同研究 外で をとることは めて

しく センターは として れ 上の成 を見た な 外

であると言 よ 。共同利用 共同研究 点として また HPCI
分野 5 を実施する計算 科学 点として き き

の計算科学分野を 導することを したい。 
 

                  研究評価委員会委員長 常行  
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